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農家主婦の意識と家族構造

　　　　　　　　’
黒崎八洲次良・戸塚亮

1．問題と方法

A　問題意識

今日の農村では農家の兼業化，及び生活様式の都市化が進行し，それに伴って，農村家族

婦の家族意識と行動とに焦点を当てて，濃村家族の現状と変化の方向を探ってみた。家族意

識に焦点をあてたのは，家族のあり方が，その現実形態によってではなく，家族意識によっ

てのみ正しく捕えられると考えたからである1）。

農村家族の変化として特に注目すぺきことは，直系家族制をとるとされている農家が，兼

業化，及び都市化に伴って，どのような変容を遂げてきたかという面である。産業化ないし

都市化という普遍的過程のもとで，直系家族制をとる農家が，夫婦家族制へと単系的に変化

していくという一般的仮定には，いくつかの疑問が提起されている2）。たとえば，長谷川に

よれば農家の兼業化は「家」を完全につき崩す要因になるのではなく，逆に「家」，特に直

系家族の側面を維持保全し純化する機能を持つという3）。

直系家族制家族と夫婦家族制家族との決定的な相逮点は，言うまでもなく，子世代が老親

との同居を志向するかどうかという点である。今日では，主婦の同意なくして老親との同居

は難しいと思われる。それが主婦の同居意識を問題にした所以である。

ところで，提家主婦が親世代との同居を志向しているとするならば，濃家が今日でも直系

家族制のもとにあると言えるのだろうか。その点を考えるには，同居意識の内容を検討する

必要があろう。すなわち，親世代に家事の分担を期待する『手段的同居』と，同居を無条件

で肯定する『理念的同居』とは区別されるべきであるの。『手段的同居』の場合は修正直系家

族制5）を志向しているものとみなされるぺきである。修正直系家族とは，抽井孝子によれば

r住居や家計を別にし，構造的には分離している親と子それぞれの核家族が，日常的な蟄触

や相互援助をとおして機能的には結合している状態』をさしている6）。

また，同居意識を規定している要因を考えることにより，今後の農村家族の変化をある程

度予測することも可能となろう。本調査では，家族周期段階，家族形態，農業経営の状態，

主婦の職歴などがどのように同居意識を規定しているかを考察する。そして，i親子の家族周

期段階を考えることにより，農村直系家族の家族周期から見て，親子世代が同居しているは

ずの周期段階にある家族の現実態を集中的に観察する。

また農業経営の状態を観察することにより農楽経営と家族のあり方とがどのように関わっ

ているのかを考察する。

さらに農家主婦の職歴をバターソ化して，主婦の濃外就労が家族構造に及ぼす影響を考察

する。
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最後に以上の諸変数が，どのように同居意識を規定しているのかを重回帰分析により検証

する。　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　・　噛

B　調査方法

本調査は松本市今井地区の調査可能な叢家の主婦すぺてを調査対象とした。昭和63年1月

20日，今井各地区の農協婦人部の役員11名に記入方法などの説明を行った。そして，役員の

手から各戸に調査票を配布して貰い，記入済みの調査票は添付した封筒に記入者が密封のう

え，再び役員のもとに集められた。調査票に記入された事実は昭和63年1月1日現在の事実

である。

回収された調査票のうち，本人（主婦）の年齢，家族構成家計の状況，経営耕地の面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

と作目，主婦の意識調査の各項目に記入されたもののみを有効な解答として集計し牽。その

結果，有効調査票の数は257である』すなわち本調査は留め置き法による全数調査なのであ

る。（役員が調査対象忙なるとした戸数は522戸85年の総農家数は587戸，回収総数は543

であった。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

注

2）現代日本の家族変動についての基礎的な仮定については，光吉利之『地域社会と琴族』培風館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「P981年p．82

3）長谷川昭彦『農村の家族と地域社会一その論理と繰題一一』御茶の水書房1986年なお，この点

1と関しては以下の諸論文が示唆に密んでいる。松村和則『水田単作地帯に船ける農家の家族周期と

』・ A労構造』社会豪評論1191979年P．80。春日文雄『戦後農民屈分解とrいえ」の解体過程』村落

社会研究VoL　12御茶の水搬房　1976年。石川英夫他『農村血族の継承と拡散ゐ動態』（N工RA

OUTPUT）総合開発機構’1§B2年。　　　・
4）’ ?ｺ哲也によれば，．同居の類型は，．かのAGIL図式に従って次の4類型に整理されるという。親

夫婦，子夫婦の同居がその双方にとって生活上の便益が多いということを結合要件とする『手段的

、同居』，個を超えた「家」の目標のために協九献身する家制度的理念を結合要件とする『理念的

1同居』，情緒的要求を結合要件とする『情緒的同居』L最後に・積極的意味は弱いとしながらも『慣

，　習的同居』の・4類型を挙げて憾る。そして今日では『手段帥同居』と『情緒的同居』が主要な類型
　となっているとした。上子武次・増田光吉編薯『三世代家族』垣内出版昭和51年P．80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’5）E五itwakが“Occupat1onal　Mobility　3nd　Exte且ded　Falnily　Cohesion”（A．　S．　R．　Feb．

1960）セ打ち出した1虹odi毎d　exte耳ded　familyに端を発する概念で，我が国では那須宗「一が『修　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「f吻E直系家族』の概念を設けた。これ嫡『機能的ないし親範的には分有された二つの核家族をユ昌ッ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

ドとする一種の親族ジステム』であるという。r講座引日本の老人3　老人と家族の社会学』垣内

出版1972年・P．34

6）森岡清美編『新家族闘係学』　中教出版　1974年p．268

@　　　　　　　　　　覧

2．調査地概要

A　調査地について
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図表1今非地区略図　　　　　　調査地は長野県松本市今井地区である。今井地

区は松本市の中心部から南西へ約10キロに位澱す

る（図表1）。付近には松本空港があり，近年，
松本LC　　　　　松本　　臨空工業団地の建設も始まっているが，現在のと　　　　　　　　　　　　　　　　’　　■

ゴ

ころは，純然たる近郊幾村地帯である。

以下，農業セソサス7）により，農業集落として
　　　　　　　　　　　　　　　　の今井め概要をみる。臨空工業団地　　中

@　　　　　董肇戸欝韓瓢灘驚難羅
西南工場団地　　　　　　　　戸，第2種兼業264戸となっている。今井の専業

苓　　蝋　　　　それの2倍以上である・甑第1餓霞羅家率

松本空港 次に総漉家数の変化をみるq1960年の総農家数

L　　　　　広丘 を100とすると1985年の総農家数は長野県83，松

本市87，今井90である。今井が最も多くの農家を

今日まで維持している。
一　　3㎞

農産物販売額規模別農家数をみると，販売額の

無い農家は63戸にすぎず，全体の90％の農家が阪

売農家である。しかも，長野県や松本市の多くの農家が10～50万円から100～150万円の層に

集中しているのに対し，今井は200～300万円から7σO～1000万円に集中しているρである。

農産物販売金額1位の部門別農家数をみると，長野県と松本市はともに稲作を1位とする

農家が販売農家の過半数を占めている。が，今井のそれは1乳8％に過ぎない。今非では果樹

類と野菜類とを合わせて69．2％を占めている。

経営耕地規模別農家数をみると，長野県，松本市，今井のいずれ、もがLOha未満層に多く

の農家が集中している。特に長野県と松本市はこの層に総農家数の70％以上が集っている。

しかし，今井ではその割合は50％朱満に過ぎない。そして1．O～翫Oha以上の諸階層に長野

県や松本市よりも多くの濃家が属している。最後に，農業労働力保有状態別農家数をみる。

松本市や長野県の農家の60％弱は専従者なしであるが，今井ではこの割合は30％に過ぎない。

そして専従者が男子である農家が60％近い。さらに，60歳未満の男子が専従者である堤家も

40％強ある。

以上の諸点からみて，今井では果樹，野菜などの商品作物の栽培を中心に積極的な雌業経

　　5cがなされている事が認められる。

β　調査対i象の基本的属性

a　年齢構成有効解答記入者257名の平均年齢は48歳である。それは25歳から76歳まで

に分布している。そして40代～50代が全体の6割強を占めている。この年代の饅家女性が主

婦としての地位と役割を担っていることを示唆レている。また，30代の専業轟家の主婦は29

名で第1種兼業農家の5名，第2種兼業農家の22名と比較して多い。かなりの数の専業農家
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が比較的若い主婦の存在を条件として成り立っていることを予想させる。

b　学歴戦前の学校教育については，教育年数を考慮して今日の学歴に置き換えて集計

した。平均は高卒程度と高い。小卒6名，中卒36名，高卒180名，短大卒12名，大卒以上3

名となった。

c　家族構成家族員数は2人から8人までで，平均495人である。単独世帯は無かった。

続柄別の構成から家族類型を見ると，いわゆる核家族世帯（夫婦のみ，夫婦と子供，片親と

子供）が75戸で全体の30％を占め，その他の親族世帯（いわゆる3世代家族）が182戸で全

体の70％を占めている。昭和60年の国勢調査によると全国の『その他の親族世帯』の割合が

1a　7％であるので，調査対象の農家にはきわめて3世代家族が多いことが分る。また，第2

樋兼業漉家には，専業農家や，第1種兼業農…家に比較して約1割核家族が多い。

d　農業経営　田の面積の平均は4α4a（記入232戸）であった。100a以上は13戸であっ

た。専業には200a以上が3戸ある。樹園地の面積の平均は8生3a（記入188戸）であった。

200a以上が17戸あった。樹園地の場合，田のそれと比較して専業幾家ほど兼業農家よりも

面積が大きくなる傾向が明確に出ている。普通畑の面積の平均は4a5a（記入178戸）であ

っ混そして30a未満に全体の約3割が含まれた。100a以上が21戸あった。

以上の面積を合計した経営耕地の総面積を見ると，
図表2　田，普通畑，樹園地の経営の　　　　　　　　　　　　　　　　　100a以上が144戸もある。特に専業農家には200　a　　組み合わせ（数字はケース数）

・　　　　　　　　　　以上が49戸あり注目される。いっぼう，第2種兼業

　　　　　　　農家には40a未満が42戸もあウ，退職者などによる
@樹8　　　　　土地管理的な幾業の存在を予想させる。その結果，

園　　　・
@　　　専業農家ほど経営耕地の総面積が広くなるという明

54 地　　　　確な傾向が表われている。

4
次に田，樹園地，畑の経営の構成を見る（図表2）。

20
122

田と畑と樹園地の3つを経営している畏家が約半数

田　　　　　　　　　　　　　　の122戸で最も多かった。その次に目立つのが田と
　　　　　8R4　　　　畑　　　樹園地を耕作している54戸であった。次いで，田と

畑を作っている34戸，田のみを作っている20戸，樹

園地のみを作っている8戸，畑のみを作っている8

戸となっていた。

作付面稜の過去10年間の変化を見ると（図表3），まず稲の場合，変化の無かったものが

過半数（142戸）を占めている。10年前から5年前にかけて減ったものが40戸だったのに対

し，5年前から現在にかけて減ったものが51戸と，作付面積の減少した堤家が増えている。

そして，この10年間に一貫して作付面積が減少した農家が9戸あった。果樹の場合，10年間

に一貫して作付面穣が減少した農家は無かった。逆に一貫して増加した農家が24戸あった。

野菜では10年間に一貫して減少したものが18戸，一貫して増加したものが10戸であった。野

菜は田や樹園地に比べて変動が大きいようである。

10年前の販売金額1位の作物を見ると（図衷4），リソゴなどの果樹を挙げた農家が99戸

で最も多かった。そして，細かく見れば，専業漉家は果樹，第1種兼業農家は野菜，第2種

兼業農家は稲に比較的ウェイトがあった。5年前になると，果樹が113戸に増加した。特に
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図表3　過去10年間の作付面積の変動（数字はケース数，稲罵稲作，

畑＝畑作，樹＝果樹）

1翻嚇現在にかけて15轍から現在にかけて（畑）15年前から現在｝こかけて㈲

10に 1減少鯛劇計 1減少瞭1増加計 1減少1鮫1増加1計
年か
前け 減少 9 24 7 40 減少 18 17　　　8 43 減少 0 13　　　6 19

誓 無変 38 142 19 199 無変 13 127 26 166 無変 5 139 34 178

5 増加 4 11 3 18 増加 18 20 10 48 増加 2 34 24 60
年
前 計15・17729257 計1491164441257 言＋171・86 641257

図表4　過去10年問の阪売金額1位の作物の変遷（括弧内は構成比％）

・・年前　1　5年前　　現　　在
稲1野菜果樹 稲1野剰果樹 副野剥果樹

専巣104 7（6．7） 25（24．0） 45（43．3） 6（5．8） 21（2“2） 52（50．O） 5（4．8） 16（15．4）59（5a？）

1　兼33 4（1乞．1） 8（24．2） 12（36．4） 3（9、1） 8（24．2） 14（42，4） 2（6．1） 8（24．2）　16（4a5）

2　兼120 18（15．O） 16（13．3） 42（35．O） 14（11．7） 13（10．8） 47（39．2） 15（12．5） 7（5．8）52（43．3）

計25729（1L3）149伽）lg9（3a5） 23（乱9）42（・¢3）卜・3（44・） 22（8．6）13・御）1・27（4a4）

専業農家の50％が果樹を販売金額1位に挙げている。そして，現在では，果樹が127戸と全

体の約半数にまで増えている。特に専業漫家の57％もが果樹を販売金額1位に挙げている。

（販売無しは全体の約25％を占め，変化は少なかった。）今井地区の農業経営が，全体として

果樹に特化してゆく過程で，第1種兼業農家は野菜に，第2極兼業農家は稲に，それぞれ特

徴的な比重を占めるようになってきた。

以上に述ぺた調査対象の農業経営の状態をまとめると，経営面積，及び，販売金額の両面

から見て，調査対象の濃業経営の中心は果樹栽培であると言えよう。そして，近年，その傾

向が明確になってきた、さらに，果樹は専業農家に，野菜は第1麺兼業農家に，稲は第2麺

兼業農家に顕著に見られ，この傾向も強まってきている。

注

3．家族周期段階と家族構造

ここでは，家族周期段階の視点から家族構造を検討する。周期段階の設定に関しては森

岡8）に従って，以下の8段階を設定した（図表5）。

ただし，子どもの無い中高年夫婦の場合は第1段階に分類せず，各段階の平均年齢からみ

て相当と思われる段階に分類した。また，子どもの「結婚独立」には，結婚した子供が離家
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図舞5家族周期段階り設定　　　　　　　せずに同居しでいる揚合も含むこ

第1段階＝子供の無い新婚期　　　　　　　　　　　　ととした。そ曳て，30歳以上の未

　　　　　　　　　　　　一謔Q段階黒第1子出生～小学校入学（育児期）　　　　　　婚の仔どものいる揚合は，第6段

第鍛階一第・刊・学校群～酵校卒業（ex　1教育期）「”隙扮疑劣第7もしくは第81
，第4段階＝第1子中学校入学㌘高校卒業（第2教育期）一　段陛に分頚した。これらは，一いず　　　　　　　　　　　　　1

第5段階＝第1子高校卒業～末子20歳未満（第1排出期）　　れも家族内の人間関係の性絡を考
第椴除紆徽～子供全部結融立（第2排出期）　慮し：て行ったものであ机：第7段階＝子供全部結婚独立～夫65歳未満（向老期）　　　　　　　　　　　　　　　　　1

第鍛階一夫65歳～死亡（退醐）　　　　　，3世代の家族醐段階を郷合
，　巳

@　　1　　　　　　　　－　　　　．　，わせた結果を見る（図表σ）。親世

代の空欄は親世代が同居していないことを示す。子供の「0」は子供が未婚を表わすが，一

部，子供が無い場合も含む。子供の「S」は30歳以上で未婚であることを示す。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　眉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　．．．　図表63世代の家族周期段階帯成　　…　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1　　　　1容携岬期段階の組み合わせi表中の数字は圃期段階を示す。些だしエ乞一二ろ」o欄は欠長ろ数軋．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

親獣71878117181il718　818 1HI81811「卜118181811111818

本人1・【2341516　1・　7　　　8
’拙lq1。1。1。i。1・1・1。1。［・1。ill。ls」・ls1・121・13［・「s・12131・1・13i。sl・：2134314

ケース1211131・1・1・」・6［71・1381・51・13・1・1251212・i221・・71・171515」42161・121513121・1・

直系家 100 100 96．9 84．8 68．0 49．1 58．5 56．0
族比率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

a　家族形態　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　‘、

有i効解答を寄せた農家257戸の7割が直系家族であった（図袋6参照）。そして主婦本人の

家族周期が第1段階から第4段階までの農家の約85％が直系家族である。それに対しで第6

験階以降では直系家族は7割以下になる、これは，結婚した子どもに別居している者が含ま

れているからである。もちろん，直系家族制をとる家族の場合でも，核家族形態をとる期間

のあることは当然である。特に，戦前の揚合は直系家族制の中にいても核家族形態をとる期

間のほうが長かったのである10）。しかし，戦後の場合は平均寿命の伸びにより，孫の結婚を

見ることも可能になり，直系家族制をとる限鵜核家族形態をとる時期は理論上は無くなり

つつあると言えよう11）。したがって，第6段階以降に見られる核家族をすぺて直系家族制の

なかの核家族と見ることはできない。が，夫婦家族制のなかの核家族であると断じることは

更に危険であろう。というのは，たしかに，医療，年金などの社会保障がこれら高齢者の核

家族の存立を可能にしているよ，うに卑宮る洋，これらQ高齢者の多くが『体の自由がきかな

くなったら子どもが帰ってくる予定である』と答えているからである。

また・第7・第8段階で目立つのは30歳以上の未婚の子殊の居る核家族である。これらの

未婚の子供たちは直系家族制を志向しているからこそ，離家せずに農家生活を送っているρ

であろう。しかしそのζ≧が，かえって配偶者を見つける機会を狭くしてしまってい、る，とも

言魍・麹醐を過ぎ妹櫛子供を撮参こ紡の核家灘高儲の嚇族の半数近忌
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を占めていることに注意したい。

それでは，第6段階以降の家族周期において，直系家族制の家族周期から逸脱したように

見える家族の属性を見てみる12）ザー・　　　　　一　　　　　　・一　　　　　・一
第6段階以降の夫婦家族は計55世帯，直系家族は64世帯である（図表6）。経営耕地面積、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

特に当地区の農業経営の中心である樹園地の面積が狭い農家に，夫婦家族が多く見られる。

家業としての農業経営が困難な状況にある優家が直系家族制から逸脱しつつあることを示唆

する結果である・。しかし，これらの夫婦家族は理念としては依然として，直系家族制を志向

しているようである。3世代同居に関して，夫婦家族の94％もが同居に肯定的であった。直

系家族のそれは77％であった。

夫婦家族51世帯のうち同居に否定的なのは僅か3戸1であったのに対し，．直系家族62戸のう

ち14戸が同居に否定的であった。法的な家族制度の無くなった今日，直系家族の新しい地位
」　・　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　’－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　｝　　　　　　’　　　」一　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　尋　，

役割関係が未だ確立されていないことと，それに伴う緊張の存在をうかがわせる結果であ

る。

b　家族員数に占める生産年齢人員の割合

ここでは農塚旺～経済力の浮沈を見るために，家族員難に占める20～65歳未満の生産年齢人

員の割合を見る（図表7）。通常生産年齢人口と言えば15歳以上65歳未満であるカ～高学

歴社会の今日，中学卒業で就労している者は極めて少数であるので，短大卒業程度の20歳を

學安とし糧

第4段階（第2教育期）では生産年齢人員の割合が5割に満たない農家が8割に達してお

り，この時期が困窮期になっていることが分る。いわゆる「総領の1与は貧乏の峠」という諺

を裏付ける結果である13）。いっぼう，第6段階では働き手が75％以上もいる農家が約8割に

達している。子供の数の減少を考患すれば　「末子の15は栄華の峠」という諺とおよそ符号

する結果であるとも言えよう。

第7及び第8段階では様々に分化しており，直系家族を維持できるものと，核家族に転換

してゆくもの．とに別れてくる可能性を示唆し「くいる。

c　家購分担割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　、

図表7　家族員数に占める生産年齢人員の割合（表中の数字はケース数），

1・1－251－5・　－751－…．i・・。％1計
1　　1　■　1　　　，　一　可1　　　　　－　　　一　　　　　一

一一一　占　
．　　昌　　　　　　　¶　　　　　　．　一　　．　　　　　　“ b　h七㍉　噸一　昌F　　昌吋　　　　　　r ’←ピー @一’7－b°マ ．昌 一　噛　　　悼　白　国　一、■　　胃　　■1　・7　　一旧　一・－←　七　’ ＿　’r・　」　駒辱一．　　一　　一一　．，

第1段階 1 1 2

第2段階 3 5 2 10

第3段階 16 14 2 32

第4段階 37 9 46

第5段階 15 7 1 47

第6段階 1 12 13 27 53

第7段階 1 3 19’ 3 15 41

第8段階 3 1 6 9 3 3 25

計13　318。　9313。　47 256

＿」L＿一CRAMERの関連係数＝．381
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図表8　家亦の役割分担（括弧内の数字は構成比％）

本人に集中　親や嫁と分担辮嫁に集中【　計

第1段階 1（33．3） 2（66．7） 3（100）

第2段階 3（30．3） 7（7αO） 10（100）

第3段階 8（26．7） 20（6巳7） 2（6．7） 30（100）

第4段階 18（40．9） 26（59．1） 44（100）

第5段階 15（39．5） 23（6軌5） 38（100）

第6段階 20（51．3） 18（46．2） 1（2．6） 39（IOO）

第7段階 4（16．O） 9（36．O） 12（48．O） 25（100）

第8段階 2（14．3） 5（35．7） 7（5軌O） 14（100）

計　　71㈱1…（5生2）　22（・軌8）　2・3（・。・）

CRAMERの関連係数耳．439

食導の支度，洗濯，掃除，買い物，育児について，家事の役割分担を見た（図表8）。第　　　　　　　　　　　　　　　　’

3，第7，第8段階以外では主婦本人に集中している。第3段階では父母世代との役割の分

担が比較的多く見られ，第7，第8段階では嫁などとの分担が見られる。

ここでは，主婦本人の第3段階（第1教育期）の時期は，父母世代の第8段階に相当し，

対象漉家の97％までが親世代と同居していることに注意したい（図表6）。つまり，第1子

の小学狡時代に親子両世代による役割分担が積極的に行われているのである。

第4，第5，第6段階では家事役割の主婦本人への集中度が高く，第6段階がピークにな

っている。この段階の主婦が，農家主婦としての地位と役割を担っていることを示している。

そして，あとで見るように，この時期には父母世代との生活の分離が進行しているのである。

d　家庭内の決定権

不動産の売買や大型耐久消費材の購入，そして農作業の計画作成について，それらについ

ての決定権を持つ者を見た（図表9）。有効解答216のうち7割強の155が夫などに決定権が

あった。しかし，第5，第6段階では本人の決定権が比較的大きくなっている。

図表9　家族内での決定権（括弧内の数字は構成比％）

本人に集中　　夫や親と分担　　夫や親に集中　　　　計

第1段階 1（33，3） 2（66，7） 3（100）

第2段階 1（10．　0） 9（90．0） ’1⑪（100）

第3段階 6（20．7） 23（79．3） 29（100）

第4段階 8（20．5） 31（79．5） 39（100）

第5段階 1（2．3） 17（39．5） 25（5＆1） 43（100）

第6段階 2（4．5）咽 14（31．8） 28（6a6） 44（100）

第7段階 1　　　　　　　　　　　1
6（20．7） 23（79．3） ↑29（100）

第8段階 1（5．3）． 4（21．1） 14（73．7） ・19（100）

計 4（L9）157（・a4）1155（7上8）12・6（…）

CRAMERの関連係数＝，177



農家主婦の意識と家族構造　　　　　　　　　　　　　　43

e　家の代表者

「部落会への出席者」「冠婚葬祭への出席者」などについて家の代表者を見た（図表10

a）。有効解答250のうち約8割の195までが主婦本人以外が部落会に出席しているとした。
出席者の大部分は夫であった。主婦本人の出席が比較的目立つのは第5，第6段階であり，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P蝠wの出席者はそれら各段階にある主婦の約3割である。フォーマルな家の代表春は，やは

り夫である。「冠婚葬祭への出席者」については，「部落会への出席者」の場合よりも夫へ

の集中が減り，本人が多く出席している（図表10b）。特に第5段階以降では，第7段階を

除いて，主婦が出席する揚合が過半数を占めている。第5段階にもなれば，主婦が家のイソ

フォーマルな代衷者としての地位役割を担うようになるのである。

図表10a　家の代表者（部落会に出席する人）

本　人1本人と他他の者　計
第1段階 3（100） 3（100）

第2段階 10（100） 10（100）

第3段階 1（3．1） 6（18。8） 25（7＆1） 32（100）

第4段階 2（4．4） 9（2軌0） 34（75．6） 45（100）

第5段階 3（6．4） 11（23．4） 33（7住2） 47（ユ00）

第6段階 5（10．2） 9（18．4） 35（71．4） 49（100）

第7段階 1（2．5） 4（10．0） 35（87．5） 40（100）

第8段階 2（8。3） 2（8．3） 20（83．3） 24（100）

言十　　　　　　　　　　　　14（5．6）　　　　　　　41（ユ6．4）　　　　　　195（78）　　　　　　　　250（100）

CRAMERの関連係数＝．156

図表10b　家の代表表（冠婚葬祭に出席する人）

陸　　刈本人と他1他の司　計
第1段階 1（33．1） 2（6巳？） 3（100）

第2段階 1（10．o） 9（90．O） 10（100）

第3段階
1（3．1） 11（34．4） 20（6a5） 32（100）

第4段・階 2（4．3） 18（39．1） 26（5｛Σ5） 46（100）

第5段階
1（2．1） 27（57．4） 19（40．4） 47（100）

第6段階
3（6．1） 23（46．9） 23（46．9） 49（100）

第7段階
1（2．5） 17（42．5） 22（55，0） 40（100）

第8段階
2（8．3） 12（50．0） 10（41．7） 24（100）

計　　　　　　　　　　　　10（4．0）　　　　　　　110（43．8）　　　　　　131（52，2）　　　　　　251（100）

CRAM猛Rの関連係数＝．170

f　老親との生活の分離

今日の農家ほ，形態上は直系家族をとっている場合でも，全体社会の規定を受けて，かつ



弱

図表11父母世代との生活分離　　　　　　　直系家族が戦前のそれと異る点とし

陣入1同咽別劃 計　　　て・家長権が無くなり人間関係が平

等となった点と，　『戦前のような』
未　　記　　入

fじ献立一緒に

11

　3

､18 11

　4

違う献立一緒に 2 1 3　　うになった点を挙げた15）pその結果，

まったく別涛に 9 1 10　　・現代の直系家族は世代間の独立性が

計　1　211321・3［
　　　　高まってきていると考えられる。本147　　　　調査では老親の生活分離度を『老人

一ヨコ＝老親の部屋の位置，タテ＝老親の食事

bRAMERの関連係数岩．259、
の居室の位醗』と『老人の食瑛のと　　　　　　　亀

りかた』の二点から見てみた。

まず老人と同居している147世帯のうち老人の部屋が別棟にある世帯が13世帯あった（図

表11）。しかし，そのうち食黙も別看に食べている世帯は，僅か1世帯であった。逆に，同

じ棟に住んでし織揚倉でも，食事を別に食べている世帯が9蝕帯あゴた。僅かではあるが，

生活の分離した世帯が見られる。

これらのうち，同じ棟に住んではいるものの，別に食瑛を食ぺたり，1別棟に住んで違う献

立を一緒に食ぺたりしているような生活の分離が進んでいる11世帯を見てみる。これらは，

子夫婦の家族周期段階の第3段階から第7段階に含まれており，特に第5，第6段階に7世

帯が見られる。この段階は子どもの排出期であり，子どもの自立期に老親世代の自立性も高

まっているのが興味探い。これは，煎の段階の教育期においては，老親が孫の養育などに深

く関わって，子姓代め容族g中鴨ヤ体但していたのである爪孫の自立を」鼎；∴子供中心の

家族関係から・夫婦中心の家族関係へと役割体系の再調整がなされた緕果であろう。また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　．　　　　　　　　　　　　r▼　　　　噂　　　　　　一　　　一■　　　　　　　　伊　　　　　占　　　　　　　　　　　　　層　」「

V親世代は年金め受給年齢に達して溝り1独立した生活を可能にする条件も甲応整っている。

しかしながら，これら生活の分離の進んだ世帯でも，体の自由がきかなくなった場合には，

子供に彼ら自身の扶養を期待していると思われるので，これ以上の生活の分離が進むとは考

えにくい。

以上，家族周期段階から家族構造を概観してきた。家癖役割については，子供の小学校時

代に親世代とρ分担が見られるカ㍉㌃の律は第6段階に向けて，主婦本人への集中が進んで

いる。それに伴い，主婦の家族内での決定権も増す傾向が見られた。家の代表権についても，

獅，第鍛階では注としてイソブォーアル醐面で主婦に集中してし1る．第6段階にお

いて・農家主婦としての地位役割が確立されると言えよう。、そして，第6段階は家庭内に最
　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

熨ｽくの働き手が居る時期であり，経済的に余裕のできる時期である。：しかしながら，ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト｢はそ撒に・趨獣とめ蝋ρ分雌灘行肱績同居に関わゑ累張杢高まっている。

主婦が主婦としての地位役割を確立する時期に，親世代との緊張が高まっていることは，俗

に『一家に2人め主婦をまいちな勝』』というε乏iを物語6七いるのかもしれない。

注

8ゴ　森岡清美編　前出『新しいi家族社会学』　p．119

9）．子供の「結婚独立」に，離家せず同居している場合も含めた司撃については批判があろう。という
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のは，これら家族周期段階は，夫婦家族制を前提として設定されたものだからである。しかしなが
ら，本調査は親ガ子，孫各世代の各周期段階を組み合わせて分析することも可能なようにデザイン　　　　　　■

されており，結婚した子供が同居している場合には，必ず直系尿族として分類される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r?ﾌ　湯沢雍彦　　r図説　現代日本の家族問題』’日本放送出版協会　1987年．P．18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

12）直系家族周期の回路からの逸脱については森岡清美編　『現代家族のライフサイクル』　培風嬢

1977年所収の柿崎京一の論文を参照。

13）　森岡清i美i前出『家族周期論』　p．165

14）黒崎八洲次良によれば『家とは，その維持存続のために，象長の管理の下に家産を運用し家業∵

’家職（家企業）を経営訂し，同時に『家の守謹神と先祖の祭祀などを行う』集団であり，家のそれ

らの目標を達成するために，嫡系と傍系とに峻別せられた成員から成る集団であった。柿崎京L・

黒崎八洲次良・問宏編　『有賀喜左衛門研究』御茶の水岱房　1988年　p．100～101

15）有賀喜左衛門　『家（「圓本の家族」改題）』至文堂　1972年p．60，

4．家計からみた家族構造　　　一・

ここでは，家計の側面から家族構造を検討する。零細農家の多い日本では，農筆はいつで

も兼業農家であった16）が，高度成長期以降の地域労働市場の展開に伴う，在宅通勤形態での

家族員の畏外就労の拡大が，「家」の内部構造に変容をもたらしてきた暫箪は注目に価するユ7）。

中年男子の農外就蛍が，高度成長期末期に労働力の供給源として限界に達してしまった後

を追うように，中年女子の畏外就労が進行し，1980年には限界に達したように妃える18）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ｱこに，主婦の農外就労が，農家の内部構造にいかなる影響を及ぼすのかが∫きわめて今臼

的な問題になっている理由が有るわけである。　　　・

以下，専業・兼業別の家族構造の特徴を見るこごこでは，農業所得のみで生活している農

家を専業幾家，盤外所得よりも盤業所得が多い盤家を第1種兼業農家，そして，農外所得の

ほ5が濃業所得よりも多い捜家を第2種兼業農家というように分類した。その結果，専業農

家は104戸，第1種兼業農家は33戸，第2種兼業農家は120戸となった。なお，専業農家め農

業所得の平均は370万円，第1糧兼業農家の漉業所得の平均は319万円，1濃外所得の平均は12

9万円，そして，第2種兼業農家の農業所得の平均は77万円，農外所得の平均は418万円であ

らた。したがって，専業農家の中には，年間農業所得が500万円を超える盤家が31戸ある反

面，100万円に満たない零細な機家も28戸含まれていることに注意したい。また，窮2種兼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由_業家といっても，．年間農業所得が300万円を超える幾家が4戸ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＝@家族員数および家族形態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艦ﾆ族員数については，専業農家と兼業農家の間に有意な差は見られなかった。しかし第2・

種兼業農家には核家族が比較的多く，34％が核家族であった。これに対して，専業藻家およ

び第1極兼業農家のうちでは，㍉核家族は24％程度であった。農業中心め家業経営が行われて

いる場合には，直系家族制が選択される傾向があることを示している。多くの農家が零細な

小農経営を行っている今日，均分相続による経営の継続は不可能であり，直系家族制に基づ

く経営体制の維持存続が志向されるのは当然であろう。．

いっ婬う，濃家の中年男女の多くが農外就労に赴いておりγ父母堆代に農…作業の分担を期
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待するが故に，直系家族制が志向されるという推論も可能である。しかしながら，本調査で

は父母世代の農作業の分担割合は低く蓑われている。後で見るように，専業，兼業を問わず，

主婦の農作業分担割合が最も高く，次いで央となっている。父母の分担割合は，はるかに低

くなうている。したがって，農業中心の農家が直系家族制を志向する理由を，父母世代の農

作業分担に求めることはできない。やはり，農業経営の維持存続という要件が，直系家族制

を志向させていると考えるべきであろう。

このような状況の下では，傍系親族の家の財産継承に対する緊張が高まってこざるをえま

い。しかしながら，集落の中で1戸の家として存立して，その存在を自他ともに確認しあう

ためには，直系家族制を選択することを余儀なくされているのではないか。この点について

は改めて考察してみたい。

b　家計費の負担

かつての「家」においては，成員の所娼は全て家長が受け取って家計に入れ，当人は必要

な小遣いを貰うにすぎなかった。これは，平等の処分が不可能な生活条件が多かった事によ

るとされた19）。しかし現代の直系家族においては，各人が自分の財産を持つように変化して

きて小ると思われる鋤。この点を対象農家について見てみる。　　　　　　　　　　　　　　‘

まず，夫の家計費負担額を見ると，ゼ目もしくは未記入が105世帯と非常に多い。その割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「№ﾍ特に専業では過半数の57世帯と多い。

この事は，単に設問に答えたくないというケースが多いというだけでなく，専業農家のよ

うに農家的あるいは家的な性格の強い堤家では，今日でも有賀喜左衛門の指摘したような家

計構造が残っていることを示す結果であると言えよう。

しかしながら，専業農家においても，44世帯は夫が，家計費を負担していると答えている。

しかも，．月額20万円を超える負担をしている専業農家の夫が13人もいる。この署下は，専業農

家の中に，漉業を家業というよりは，いわば企業として営む農家が存在することを示してい

ると考えられる。いっぼう，第2種兼業濃家の37世帯がゼロもしくは未記入であった。この

斗下は∫，兼業化の進んだ農家の中にも，農家的あるいは家的性格の強い膿家が存在することを

示している6

次に主婦本人の家計費負担額を見る。ゼロもしくは未記入が8割近い198世帯と圧倒的で

ある。しかしながら，尊業農家にあっても，月額10万円を超える家計費を負担しているとい

う主婦が11名いる。これはやはり，その農家が企業的な経営を行っていることを示している

ものと思われる。

農家とはいっても，かつてのような俗に言う『どんぶり勘牢』は少なくなってきているの

である。そして，家業から企業への発展途上にある農家が，少なからず存在しているようで

ある。

c主婦の就業行動

上述したように，農家の中年女子の農外就労は今β，顕著にみられるようになってきた。

ここでは，現実の農家主婦が農家の経済生活のうえで，いかなる行動パターソを示している

かを考察する。

まず主婦本人の8割が『毎日』盤作業を行っている。第2種兼業農家の主婦でも，6割以

上の者が『毎日』襲作業を行っている。それは，夫の場合，第2種兼業農家では過半数が
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r主に土日』に農作業を行っていることと対照的である。第2種兼業農家の提業は主婦が担

っていると言えよう。

次に主婦の職歴を見る。職業に就いた順番を見ると，最初に就いた職業では常勤の勤めが

最も多い。特に専業農家と第2種兼業農家では，解答1した主婦の過半数が，常勤の勤めに最

初に就いたという．そして，現在までに常勤の勤めに就いた経験のある主婦は117名おり，

回答者の過半数に達している。それは今井地区の主婦が農外就労に深く関わっていることを

示している。常勤の勤めの内容を見ると，『事務』が64名，技能工・生産工程作業者が23名

であった。そして第2種兼業幾家の主婦が『専門的技術的職業』から『サービス粟』まで，

最も多くの職種に従事していた。常勤の勤めで身につけた経営管理能力を生かして，主婦が

農業経営を行っていることが予想される。

2番目に就いた職業としては，農業が最も多い。そして，専業農家の主婦の場合，農業に

2番目に就いた者の人数は，常勤の勤めに1番目に飢いた者の人数とほぼ同じであり，常勤，

パートなどに2番目に就いた岩は極めて少数である。いっぼう，第2種離業農家の主婦の場

合，2番目に就いた職業のうちでは，やはり農業が最も多いが，常勤，バートなどに就いた

者も目立つ。

以上の結果，専業農家の主婦は，常勤→農業という主要なグループと，農業に一貫して従

寮しているグループの2つに大別できる。これに対して，第2種兼業農家の主婦は，常勤→

農業，常勤→パート，農業→常勤，農業→パート，さらには常勤→爬業一レパートなどの様々

なグループが存在している。専業農家の主婦が農業経営に強く規定された就業行動をとるの

に対し，第2種兼業農家では多様な就業行動の選択が可能になっているようである。

d　主婦の職歴パターソ

ここでは，主婦の職歴を以下のようにパターソ化した2D。農業に一貫して就いている『農

業一貫i型』が21名，農業に従事してから農外就労に就いたr農外獲得型』が20名，農外就労

を経験してから農業に就いた『縫業転換型』が72名，堤業に従瑛しつつ季節的あるいは不定

期に農外就労を行っている『臨時的農外型』が19名，農業に一貫して従事している『漫業一

貫型』が56名，職業を記入しておらず，いわば「専業主婦」とも言える『無職』が69名であ

った。以上のように，過半数の主婦が農外就労と関わりを持っている。

次にこの職歴パターンを，主婦本人の家族周期との闘わりの中で見る（図表12）。職歴が

地域労働市場展開の歴史的経過と深く結び付いている事実を考えれば，コーホート分析が有

用であろうと思われるが，10歳間隔の年齢と職歴パターソの間にある関連性よりも大きな関

連性が，家族周期段階と職歴バターソとの間に認められたのである物。

子供が全て20歳以上になった第6殺階以降では『農業一貫型』『無職』が多い。この世代

の主婦は農外就労の波をそれほど強く受けずに今日に至ったのであろう。それに対して第3，

第4段階の「教育期」では，r漫業転換型』が多数を占めている。子供の教育期には，子供

のそばで親としての役割を果たそうとする主婦が多いことを示している。したがって，『農

外一貫型』は第4段階にかけて減少している。かわって，第4段階では『臨時的農外型』が

増加している。この第4段階は第2教育期で，子供の高校および大学受験に向けて教育費の

負担が重くなる時期である。さらに，前に見たように農家の「困窮期」でもある。

以上の事は，家族周期段階の課題に応じて職業選択（所得稼得）がなされていることを示
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噛図衷12本人の職歴パタrン．　　　　　　　’　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

幽唄麟的酬農外囎麟転換農業一貫撫劇計
第1段階 1（33．3） 1（33．3） 1（33．3） 3（106）’

第2段階 3（3α3） 1（10．’0） 4（40．O） 2（20．0） 10（100）

第3段階 6（1＆8） 2（6．3） 1（3．1） 16（50．の 1（3。1） 6（18．8） 一32（10。プ

第4段階 4（a7） 6（13．O） 3（6．5） 21（45．7） 4（8．7） 8（17．4） 46（100）

第5段階 3（6，4） ’4（8；5） 4（8．5） 18（3巳3） 7（14．9） 11（2a4） 47（100）

第6段階 2（3．．8） 4（乳5） 6（11．3） 7（13．2） 17（32．1） 17（32．エ） 53（100）．

第7段階 2（4．9） 1（2．4） 6（14，6） 5（12．2） 11（26．8） 16（39．0） 41（100）

第8段階 1（4．0） 13（52．0） 11（44．0） 25（100）

計　121（＆2）い9（乳4）1・2。（乳8）172（2a・）156（2L8）｝69（2a8）1257（・。・）

CRAMERの関連係数＝。270　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠」@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ｵている。
・2　’

注　　　　　　　　　　　　　　∵

16）　有賀魯左衛門　前出『家』P．1ポ

17）　白樫・久によれば，今日，相対的に妻の役伽が「家」の中で一方的に高くなる場合と，夫との協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ｭによる生産・生活の役割分担が進む場合の2つの傾向があるとした。白樫久『兼業農民の労

働・生活尿庭と「家」の変容』　「村落社会研究」第15集御茶ノ水雷房．1979年

18）石田正昭　『斐家女子の就業行動』　「農業経済研究」VoL　55　No．1ユ983年p．8，中安定子

『低成長下の兼業農家』「畏業経済研究」VoL　54　No・11982年p．56，及び」戸塚、・亮　．『近郊

農村におけろ尿族変動』1987年信州大学人文学部社会学研究室　p．2を参照。

・19）有賀喜左衛門　『象族と家』「有賀喜左衛門著作集」第9巻所収未来社1970年　P．17～51

2の布賀喜左衛門祷出『家』　P．60，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『，

21）幾家世帯員の就業経励パタrソイヒについては，石原｛躾　膿馳亨1｝員の就業経歴』鰯。何
’日本社会学会大会1987年を参考に康。石原によれば，幾家の就業経歴には「農外就業中心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

型」「農外就業獲褐型」「盟外→農業中心転換型」「臨時的農外就業付加型」「農業専従型」のち

つのパターソが検出されたという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　門

22）職歴パタ・」ソと10歳間隔の年齢との間の関連性はクラマーの関連係数が軌23，ピアソソの相関係

，．
狽ｪO．30となり，i若年者ほど漉外就労と深く関わっている傾向が読み取れる。いっぼう，．職歴バタ

一ソと家族周期段満との間の関連性．はクラマーの関連係数が0・27．ピアソソの相関係数が0沼7であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

D．　　　　　　　　．5・・主婦の意識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳@　　　　　　　　　　　「
`一農外就労に関する意識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

まず主婦の農外就労鱒対する意識を見る。従来の調査にも見られる『夫は外で働き，妻は

家庭を守るぺきである』という考えについてはジ全体の63％にあたる162名が肯定的な態度

を示しているポ1982年総理府「婦人問題に関する国際比較調査23）」でに，同じ質問に対して
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日本の主婦の71％もが肯定的な態度を表明していた。これは一見すると，今非の農家主婦に

は，一般的な性別役割分業意識が比較的薄いことを示しているようである。しかし，何人か

の回答者が述べていたように，「農家では夫も妻も働くのがあたりまえだ」という考えが今

井にはある。この点については後考に委ねる。そして1この結果から，対象農家の主婦力㍉勤

労者世帯の主婦よりも農外就労に対する心理的抵抗が少ないであろうということは予想でき

る。

以上の結果を家族周期段階に関連させると，第2段階（育児期）までは過単数の主婦が否

定的であった。しかし，第3段階（舞1教育期）でその劃合が逆転し，第4段階（第2激育

期）では85％もの主婦が肯定的な態度を示した。これは，教育期には家庭に居て子供との接

触を図ることが重要である，と多くの主婦が考えていることを示唆する。またこの事は，す

でに行った職歴パターソの分析で，第4段階の主婦にr濃業転換型』が多かった窺突とも符

合しており，第4段階の主婦の意識と行動が一致していることを示す。そしてこの事はまた，

主婦の就労行動が子供の教育と深く関わっていることを示唆している。

B　農外就労の目的

次に堤外就労の目醜（現在就労していない主婦には，もし就労するならばということで尋

ねた）を見る。『生計を維持するため』91名，『生活の豊かさを増すため』85名，『とにか

く外へ出る』20名，r個性や力を発揮するため』26名となっており，生活の必要から外に出

ると述ぺたものが，全体の約8割を占めた24）。やはり，r生計を維持するため』r豊かさを

増すため』といった理由が，主婦が勤めに出る際に，たてまえとして，あるいは，本音とし

て前面に出て来やすいのである。しかしながら，『とにかく外に出る』『個姓やカを発揮す

るため』と答えた主婦がそれぞれ約ユ割ずつ存在することに注意したい。以下，少し詳しく

分析を進めてみよう。

『生計を維持するため』と答えた主婦は家族周期の第4段階と第6段階に集中している

（図表13）。第4段階は前に見たように「困窮期」である。いっぼう，第6段階は子供が全

て20歳以上になった時期で，子育てに追われてきた主婦が，自分たち中心の生活を考え始め

る時期である。これらの時期にある主婦が『生計維持』ということを真剣に考えるのは当然

・図表13本人の堤外就労の目的

生計を維持
ｷるため

豊かさを増すため とにかく外へ出たい 個性や力を
ｭ抑したい

計

第1段階 1（3a3） 1（33．3） 1（33．3）’ 3（100）

第2段階 3（30．0） 4（40．O） 　■P（10．0） 2（20．O） ρ10（100）

第3段階’ 8（2a6） 10（3i凱7） 7（25．O） 3（10．7） 28（100）

第4段階 22（52．4） 15（35．7） 5（11．9） 42（100）

第5段階 13（31．7） 19（46．3） 3（7．3） 6（14．6） 41（100）

第6段階 23（50．0） 15（32．6） 2（4．3） 6（13、0） 46（100）

第7段階 15（42．9） 14（40．0） 1（2．9） 5（14．3） 35（100）

第8段階 7（41．2） 7（41．2） 3（17．6） 17（100）

計　　91（4L・）い5（38・3）12・（9・・）126（・L7）い22（1・・）

CRAMERの関連係数嵩．270
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であろう。

『豊かさを壇すため』と答えた主婦は第5段階に若干目立つが，全ての段階で4割前後の

主婦が勤めに出る理由としてこれをあげている。

『とにかく外へ出る』と答えた主婦は家族周期の第3段階に最も多い。前述したように，

この第3段階は親世代との同居が最も多くみられる段階であった。同居している姑との緊張

が『とにかく外へ』出たいという意識を生みだしているのだろう。また同時に，情報化社会

と言われる今日，家の中にこもっていると社会に触れることができないと思い込んだ若い主

婦が『とにかく外へ』出たいと考えても不思議ではない。

『個性や力を発揮するため』と答えた主婦は第5段階から第8段階にかけて目立つ。子育

てが終了した後，主婦が自己表現の場として農外就労を考えていることが分る。そしてこの

結果は，家の中で働いても相当な評価を得られず，したがって家の中では十分に・自己を表現

，できないと考えている主婦が多く居ることを予想させることでもある。

C　3世代同居・について

　　　　　　　　　　　■S体では8割以上が親子同居について肯定的な態度を示している。これは直系家族制のイ

デナロギーが強く残っていることを暗示している。以下で少し詳しく分析してみよう。

まず，職歴パターソとの関わりを見ると（図表14），r農外一貫型』とr農業一貫型』に

比較的親子同居に消極的な意見が周立つ。『農外一貫型』の農家主婦の場合，農作業や家事

の役割分担に関して，親世代との調整が困難なのではないだろうか。また，r農業一貫型』

の主婦の揚合は，嫁あるいは親世代と余りにも緊密に接しているが故に，かえって緊張も高

まる場合があるのではないか。

図表14　3世代同居に闘する意識

同居は好ま

ｵい
条件により
Dましい

どちらかと
ｾえば好ま・
ｵくない

同居は好ましくない

計

農外一貫 3（15．8）1 11（5乳9） 3（15．8） 2（10．5） 中　19（100）

臨時的縫外 8（44．4） 8（44．4） 2（11．1） 18（100）

農外獲得 ユO（55．6） 7（3ag） 1（5．6） 18（100）

農業転換 19（2乳5） 41（59．4） 6（＆？） 3（4．3） 69（100）

農業一一貫 22（41．5） 18（3生0） 11（20．8） 2（3．8） 53（100）

無　　　職 32（47．1）， 26（38．2）’ 8（11．8） 2（2・9）： 68（100）

・計　」94（38．4）；【・・（4臥3）；3・（・め19（翫7）　245（1・。）

CRAMER爾関連係数謂．174

@　　　　1　　　1　　　1　　－i　　　l
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

ｱれに対して『農外獲得型』の主婦鵜親子同居に肯定的な意見が多い⇔とれは1このタ

イブの主婦の雌外就労が，親世代による家事等の分担によって可能になっていることを示唆
1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

するものであろう。そして，親世代との役割調整が適切であったからこそ｝農業から農外に　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　l

oることができたわけ鳩そρ背後には甲滑な人間関係が存在することがうかがわれる。そ

の結果，親子同居を無条件で『好ましい』とする主婦が過半数にも達したのであろう。．

いっぼう，家族周期の視点から見ると，第5，第6段階にある主婦は20％以上もが同居に
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否定的であった。これらの段階は，前述したように，親子世代の生活の分離度が高い時期で

あった。こめ結果は，この時期に家庭内での緊張が高まっていることを衷付けていると雷え

よう。

　　　　’
@　　　亨

23）　湯沢雍彦　前出『図説　現代旧本の家族問題』　p．83

24）　この結果は従来の調査結果（湯沢前出轡所収　生命保険文化センター　「女性の生活の現在と将

来一第4期を中心として」1981年）とほぼ同じものとなった。

6．重回帰分析

ここでは，以上で取りあげた個々の変数の闘係を見るぺく，重回帰分析を行う25）。

A　主婦の職歴について

主婦本人の職歴が主として何に規定されているのかを見る。ここでは職歴を規定する独立

変数として，専業兼業別，本人の家族周期段階，学歴，家族類型，同居意識，勤めに出る理

由などを挙げる。以下に，これらの独立変数がどのように職歴を規定しているのかを，作業

仮説として提示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫

a　専業兼業別今井の専業農家は経営規模が大きいので，農業経営に家族員を動員する

必要がある。したがって，専業農家の主婦は濃外就労に出にくいであろう。逆に兼業農家の

場合は，経営規模自体が専業農家に比べて小さく，甜乍業は休日に集中して行うことが可能

であるので，燈外就労が積極的に行われるであろう。

‘b　家族周期段階　親世代に家事や育児の役割分担を期待できる，前期老年期の比較的若

い親世代と同居をしている主婦に，農外就労と関おりの深い者が多いであろう。また，地域

労働古場の展開の歴史的経過を考えれば，若年の主婦に農外就労と関わりを持つものが多い

であろう。

c　学歴i高学歴の主婦は，自分の身につけた能力を十分に生かそうと考えるであろうし，

また，身につけた能力が職業選択の幅を拡げるので，盤外就労に向かう可能性が高いであろ

う。

d　家族類型直系家族の主婦は，家事役割を親世代，もしくは嫁などに分担してもらう

ことが可能なので，幾外就労を積極的に志向するであろう。

e　同居意識親子3世代が同居することについて肯定的な態度を示す主婦は，世代間の

役割分担を意識的にも無意識的にも肯定しているとみてよいだろう。その限りでは，同居志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・?ﾍ主婦の農外就労を可能にする条件となるだろう。しかし，主婦が同居に否定的な態度を

採る揚合には，すでに農外就労に就いており，新たな同居に伴う緊張を処理する余裕がない

ような場合もあるだろう。また，現在同居しているものの，世代間の役割調整がうまくいか

ずに，叢外に出たくても出れない場合もあろう。したがって，同居意識と職歴との関係は複

雑であり，分析は困難であろう。
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f　勤めに出る理由　『生計維持』な
標単回帰係数 単相関係数

　　　　　　　　　　　　　　　　『個
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専業兼業別性発揮』などの目的を持つ者よりも畏外　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族周期段階 　．133＊

黶D402＊＊

　．114＊

黶D416串＊

就労と深く関わっているであろう。　　　　学　　　　歴 ．170＊ ．278＊＊

重回帰分析の結果は右のとおりであ　　家族類型 一〇．35 ．064

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　同居意識 一〇．49 ，018

分析の結果，次の事がわかった。　　　　勤めに出る理由 一．196林 一．155＊

主婦の鞭蝦も強槻定している変　重鞭係釧 ．507＊＊

数は，家族周期段階であることがわか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊Pく．05＊㌔＜．01

った。そしてそれは，家族周期の初期段

階にある主婦ほど，農外就労と深く関わっていることを示している。また，同時に年齢の若

い主婦ほど農外就労と深く関わっていることを示している。しかしながら，家族周期段階と

年齢のどちらが主要な変数であるかを断定することは困難である。なぜならば，本調査は1

回だけの調査であり，例えば第1段階にある主婦と第2段階にある主婦とではまったく別の

歴史的経過を経験しているサソプルであるために，第2段階の主婦の姿が第1段階の主婦の

次の段階における姿であると即断する事ができないからである。

次に強く関わっている変数は，勤めに出る意識であった。それは『生計維持』などの緊急

性のある理由をあげた主婦のほうが，それ以外に比ぺて農外就労に関わっていることを示し

ている。

第3に学歴が職歴を規定している。やはり高学歴の主婦のほうが農外就労に関わっている

のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

第4に，専業兼業別が職歴を規定している。兼業農家の主婦のほうが農外就労と関わりを

持っているのである。

以上の他に独立変数として取りあげた家族類型と同居意識は，職歴と直接には関係がない

ようである。

要約すれば，今井地区の漉家主婦の農外就労は，労働市場の展開に伴って，比較的最近，

顕著になってきたようである。そして『生計維持』などの切迫した（と見える）就労目的を

、持つ者から饗外就労に赴いている。さらにその際，高学歴の主婦で，兼業農尿の揚合には農

外に出やすくなっているようである。

ここでは特に，就労目的＝経済的理由よりも家族周期段階が大きな規定力を持っているこ

とに注意したい。すなわちゼ　『生計維持』という目的があるとは言っても，若い主婦の多く

が農外就労と関わりを持っているという状況なのである。まさに『農家では皆が働く』こと

が，そのような行動を規定しているのである。

B　3世代同居意識

’最後に，3世代同居意識について重回帰分析を行う。

同居意識を規定する独立変数として，家の中での決定権，本人の職歴，田の面積，家族周

期段階家蜘分担割合，家族類型，専業兼業別を取りあげる。以下にこれらの諸変数にっい

ての作業仮説を提示する。
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a　家の中での決定権決定権が本人にある場合は，同居に伴うストレスの解消も容易で

あるので，同居に対して肯定的な態度を示すであろう。

b　本人の職歴農外就労を経験している主婦は，人間関係を調整する能力が比較的高い

と思われるので，同居についても積極的な態度を示すであろう。

c　田の面積　たとえ兼業農家であうても田の面積が広い場合には，同居によって農作業

の役割分担を行なおうとするであろう。

d　家族周期段階家族周期段階の高い段階にある主婦ほど，かつての「家」の規範意識

を強く持っているであろうし，自分の老後の不安もあるので，同居を志向するであろう。

e　家琳分担割合主婦以外の成員に家事の分担が行われている場合は，同居に際しても

主婦の負担は少ないので，同居に租極的な態度を示すであろう。

f　家族類型直系家族形態をとる農家の主婦ほうが，白己の存在を正当化する意味から，

同居に肯定的な態度を示すであろう。

9　専業兼業別専業農家のほうが，後継者を確保する必要性から，同居を志向するであ

ろう。

重回帰分析の結果は右下のとおりであ

る。 1騨回縣釧単相縣数
分析の結果を見ると・以上の7つの独　　決　定　権 ．186＊ ，172＊

立変数の中で，同居意識を比較的強く規　　職　　　　歴 一，038 ．G21

定しているのは，家泰役割分担の割合　　田の面赦 一．093 一．G38

と，家の中での決定権である。　　　　　　家族周期段階 一，106 一．174＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家事役劇分担家事役割が主婦本人以外に分担され，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族類型 一．215＊

黶D093

一．189＊＊

@．100＊

しかも主婦本人に家の中での決定権があ　　専業叢業別
一．022 一．084

懲灘驚隷鍵簾重相闘剛 ．324＊＊

当するかのようであるが，分析が示すよ　　＊P＜・05＊＊Pく01

うに，家族周期段階との関連は薄く，嫁の

地位にある主婦までもが，上のような傾向を示している。すなわち，同居によって家事の負

担は減らしたいが，家の中の主醇権は握っていたいというのである。このような考えを多く

の主婦が持っている以上，親子同居に伴う緊張が当然ながら高まっていることが予想される。

また，注目すべき寄下は，農家でありながら，濃業に関連した諸変数が同居意識に影響して

いないということである。このことは，ここで表われた主婦の意識が，家の経営に関する事

柄よりも，家族内部の人間関係により深く規定されていることを示唆するものと言ってよい

であろう。

注

25）本論文で行っている統計処理は，信州大学情報処理セソターにて，SPSSX統計パッヶ」ジを用い

て行った。プログラムは三宅一郎・瓜本嘉一郎著『新版SPSSX　I基礎編』東洋経済新報社

1986年および旬馬正次著『やさしいデータ解析SPSSXによる』東洋経済新報社1989年に従った。
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7．　ま　　と　　め

今井の農業経営を見ると，果樹栽培を中心として積極的な堤業経営が行われていることが

分った。そして，多くの主婦が農外就労と深い結び付きを持っていることも分った。主婦の

職歴パターソを見ると，特に専業農家の比較的若い主婦に，農外就労の経験者が多く存在し，

農外での経験を生かして，堤業経営に積極的に関わっていることが分った。

家族構成を見ると，今井の農家の約7割もの多くが直系家族である。しかしながら，直系

家族の家族周期から逸脱している雌家も少なからず見られた。それらの多くは襲業経営の中

心になるぺき樹園地の面積の小さい農家であった。自分の家の農業経営の未来に希望を持て

ない後継者たちが離農していったことを示唆している。また，30歳以上の独身の子供の存在

も，農家を直系家族の家族周期から逸脱させている重要な原因であることが分った。要する

に，後継者問題と嫁不足問題の2つが，饗家が直系家族制を維持してゆこうとする際の障害

になっているようである。

いっぼう，家族に関する規範意識については，大多数の主婦が3世代同居を肯定しており，

一見，直系家族制の理念が保持されているように見えた。しかし，その同居意識の構造は，

家班役割分担の割合と，家の申での決定権の大きさに規定されていることが分った。つまり，

家窺役割を親や嫁に分担させつつ，家の中での決定権を多く持っている主婦ほど奮3世代同

居に肯定的なめである。職歴パターソの『農外獲得型』に3世代同居肯定派が多いことは，

以上の寮実を裏付けていると言えよう。なぜならば，『農外獲得型』は役割分担とフレキシ

ブルな人間関係を前提として競り立つからである。そして，最も農家的性絡が強いと思われ
るr農業一貫型』には3世代同居を肯定する者が少なかった。　　　　　　　　　　　　　　L

@これらの癖実は，これからの畏村の直系家族が，主婦の農外就労を，その存立の煎提条件

としてゆくであろうことを示竣している。

以上を総括すれば∫今井の農家主婦は「理念的同居」ではなく，むしろ，「手段的同居」

を志向していると言ってよいであろう。それは，特に若年の揚合にはっきりと言うことがで

きる。高齢の主婦の場合には「家」の規範による影響が強いであろう。そうであれば、かつ

ての嫁始の葛藤はさらに統くであろう。

家族のあり方についての規範が拡散している今日，叢村の直系家族は，その内部構造の変

容を経験しつつ・世代間に大きな緊張闘係を内包している。それでも，それらの直系家殊を

存続させている条件は何であるのか。それは単に農家経営の要講だけではなく，畏村に生活

する人間のアイデソティティの聞題なのかもしれない。

あ　と　が　き

本論文の事実上のプァースト・オーサーは戸塚亮である。この機関誌の性格上，戸塚を黒

崎の後にしたのである。主題，調査方法，資料整理，論文の拙成と原案はすべて戸塚が行い，

黒崎は協同討議に参加すると言うことであった・それ故にこの論文に取るべき物があれば，

それは戸塚に属し，行き届かないところがあればそれは黒騎の貴めに帰するのであ着。
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この調査の機縁は長野県幾政部農業技術課農村婦人生活係の仕事に黒崎が参力llしたことに

よって与えられ，調査地については松筑農業改良普及事務所の勝野清夫，九山勝江，林邦子

の諸氏のご指導を受けた。アソケートの配布，記載，回収には今井地区婦人会の協力を受け，

今井地区公民館がこれを後援し，報告会を用意してくれた。この他にも多くの方々のご支援

を戴いたので，深謝する次第である（平成元年10月31日）。


